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Save time, save labour costs
with the original
CHROMagar

E. coli O157

www.chromagar.com

The Chromogenic Media Pioneer

CHROMagarTM O157



クロモアガー・O157
組成（1L あたり） コロニー形態

寒天 15.0 g

ペプトン及び酵母抽出物 13.0 g

特殊酵素基質混合物 1.2 g

pH 6.9±0.2

調製方法 

1. 29.2g/L の割合で粉末を精製水に懸濁します。

2. 穏やかに攪拌しながら 100℃まで加熱し、寒天を完全に

融解します。電子レンジで加熱することもできます。

また、高圧蒸気滅菌で調製を行う際は、圧力をかけず、

100℃を越えないように行なって下さい。

3. 培地をウォーターバス等で45～50℃に冷却します。よ

く攪拌した後、シャーレに分注します。使用する前に

培地表面を乾かしてから使用致します。

保存条件 

粉末：15～30℃保存でラベルに記載された有効期限まで使

用することが可能です。 

調製した培地：暗所、室温にて一日。 

密封後、遮光・冷蔵（2～8℃）保存で

 1 ヶ月程度保存できます。 

使用方法 

 調製した培地を冷蔵保存していた場合は、室温に戻してか

ら、検体を接種して下さい。検体を塗抹後、37℃で 24 時間培

養します。 

コロニー色 推定される細菌 

藤色 大腸菌 O157＊ 

青色 大腸菌群等 

白色 プロテウスやその他 

＊ ラテックス試薬等で確認して下さい。 

生化学試験等を行ない大腸菌であることを同定し、毒素

の確認をして下さい。 

＊＊ 最終的な同定は、生化学試験と血清学的世間で行なっ

て下さい。 

廃棄方法 

 121℃、20 分間で高圧蒸気滅菌して、培養した菌を滅菌し

た後廃棄して下さい。 

関連製品 

コード 製品名 容量 

08404-67 

5L 用 49958-21 
クロモアガー・O157

1L 用 

72012 10 枚 

72013 

クロモアガー・O157

生培地 10 枚×10

72015 
クロモアガー・O157（SEL） 

生培地 
10 枚×2 

CHROMagarTM は Rambach 氏の開発した培地です。

M-015 (202101)

KANTO
長方形


	EHECO157
	EHECO157



